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［要望事項の項目］

１．法人の税負担のあり方 ２．所得課税のあり方

    ３．相続・贈与税制のあり方 ４．地方税制のあり方

   ５．消費税制のあり方 ６．印紙税の廃止

    ７．道州制の採用 ８．環境税のあり方

    ９．マイナンバー制度の運用

   １０．電子申告・納税制度のあり方

   １１．企業会計と税務会計、国税と地方税、税法とその他関連法令

との乖離是正
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第一 総  論

１．税制改正の背景と経済状況

我が国の実質国内総生産（ＧＤＰ）は、平成３０年０.７％から今年の年間成長率１％

以下にとどまる見通しである。個人消費については、１０月の消費税率引き上げをにらん

だ駆け込み需要に支えられる見込みである。また米中の貿易摩擦が和らいだ場合には、中

国向けの輸出や企業の景況感に関し緩やかな回復が期待できそうである。

消費者物価上昇率は、当分の間は原油安の影響が残ると見られるため、今年のインフレ

率は０%台で推移しそうである。日銀の２％目標には程遠いもので、追加緩和の手段は殆

ど残っていないことから、今後も日銀は現行の金融緩和策を維持する見通しである。

令和元年１０月に予定されている消費税率１０％への引き上げによる増税分が年間５

兆円とされている。国および地方の長期債務残高が約１，１２０兆円になると見込まれて

いるが、財政健全化の黒字目標は、しっかり堅持すると共に、幼児教育の無償化・待機児

童の解消・所得に応じた高等教育の無償化・医療介護の充実・介護保険の軽減・年金福祉

的給付などに消費税増税分を充当し、債務残高に全て充当すべきではない。子育て世代の

負担、教育にかかる費用を大幅に軽減し、少子高齢化を克服して活力ある社会を目指して

いかなければならない。将来世代へのつけ回しを軽減し、世界に冠たる社会保障制度を次

世代にしっかり引き渡していかなければならない。

日本経済の展望と世界の動向としては、２０１７年２０１８年は、世界同時好況という

願ってもないサイクルが続いた。しかし、１８年の１０月以降は、米中貿易摩擦をはじめ

とするリスクが顕在化し失望感や停滞感が蔓延している。株価によって景況感が増幅され

る時代であるが、大切なのは実態経済そのものであり、冷静にその動向を見つめることが

必要である。米国と中国の追加関税が今後どのように進展していくかで、日本経済も影響

を受ける。トランプ大統領は、中国に対してのハイテク覇権争いを重点においており、そ

う簡単には追加関税を解除するとは考え難いところである。今後の展開としては、ハイテ

ク覇権争いを続けながら米国は適度に中国を叩き、中国はトランプ大統領に少しずつ“お

みやげ”を出して徹底的に叩かれないようにしていくと思われる。

欧州では英国のＥＵ離脱である。昨年の秋に英国政府とＥＵの間で離脱案を合意した

が、英国議会で否決された。英国の選択肢は、合意なき離脱か離脱延期に絞られており、

合意なき離脱になれば、国境を越える物流が停滞するほか、新たな関税などの負担も生じ

経済活動が大混乱に陥る可能性がある。英国の産業界は繰り返し回避を要求しており日本

を含む各国も懸念を表明している。

社会的には少子高齢化という構造的課題を克服するため「一億総活躍社会」の実現を目

指し、働く人の視点に立った「働き方改革」に取り組みが不可欠である。行財政改革の断

行を求め、希望を生み出す強い経済と活力ある社会を築いていかなければならない。
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第二 基本事項

１．法人の税負担のあり方

  (1)法人基本税率の引き下げ

平成２８年度の改正により法人税率及び法人事業税所得割が段階的に引き下げられ、

平成２８年度・２９年度には国税・地方税を合わせた法人実効税率が２９．９７％に

なり、平成３０年度には２９．７４％となったが、国際的に見てまだ高い水準にあるた

め、租税特別措置の整理・合理化等により課税ベースの拡大を考慮しつつ、さらに

国際競争力をつけるためにも法人基本税率を引き下げ、地方税の負担軽減と併せて、

法 人 実効税率を少なくとも２０％台半ばまで引き下げる必要がある。

  (2)中小企業に対する課税ベース拡大への配慮（外形標準課税）

平成２７年度税制改正において欠損金繰越控除の見直し、受取配当等益金不算入

の見直し、法人事業税の外形標準課税の拡大、租税特別措置の見直しが行われた。

大企業を中心としたこれらの施策は法人実効税率引き下げの財源確保の観点から、

ある程度止むを得ないところではある。しかしながら、今後、これらの施策が中小

企業に向けられた場合、未だ景気回復の流れに乗れず苦しんでいる中小企業にとっ

て、更に厳しいものとなる。法人実効税率引き下げの財源確保は必要であるが、中小

企業に対して十分な配慮を強く要望する。

  (3)中小企業の軽減税率の適用（中小企業優遇税制の確立）

我が国の中小企業は、国の経済構造において重要な役割を果たし、地域経済の

大きな担い手となっている。しかし、近年、中小企業は度重なる法人税課税ベース

の拡大により、雇用や金融面の問題も含め、極めて不利な立場に置かれている。

また、連結納税制度が導入され、連結納税に伴う税収減を補うための方策として

導入された措置も、結果的に法人税の課税ベースの拡大を招き、中小企業にとって

不利となっている。

よって、現行の中小企業に対する軽減税率を更に引き下げるとともに、長年にわたり

据え置かれている軽減税率適用の所得限度額８００万円を１，６００万円にまで引

き上げるなど、担税力の弱い中小企業への配慮を要望する。

また、軽減税率については、平成２９年度改正において、１５％への軽減税率が

２年間延長されたが、これを恒久的な引き下げとし本則化することを要望する。
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  (4)同族会社の留保金課税の全面的廃止

中小企業の体質強化の阻害要因となってきた「同族会社の留保金課税」は、平成

１９年度の税制改正で資本金１億円以下の企業は対象外とされたが、中小企業にと

っての外部資金の調達は依然として難しく、内部留保が柱となっている。中小企業

の財務体質を強化する観点からも全面的に廃止することを要望する。

  

  (5)特別法人等への課税の適正化と特殊法人の見直し

    特別法人への課税は、本来、活動の実態に応じて課税すべきものであり、特別法人

等に対する調査、指導は適切かつ厳正に行い、課税の適正化を一層図るよう要望する。

特に、官僚の天下りや税金の無駄遣いの温床となりやすい特殊法人は、廃止する等の

措置を要望する。

  (6)交際費課税の損金算入

交際費の中小企業に係る損金算入の特例は、本則に戻すべきである。

交際費等の損金不算入については、平成３０年度税制改正により、交際費の中小

法人に係る損金算入の特例（定額控除限度額８００万円）について適用期限がさら

に２年延長されるとともに、交際費のうち飲食のために支出する費用の額の５０％

が損金の額に算入できること（大企業にも適用）のいずれかを選択適用できるように

なったが、そもそも交際費は中小企業のみならず全ての企業の活動にとって必要

不可欠な経費であり、経営上の経費性を否定することは誤りであり、抜本的な見直

しが必要である。

直ちに廃止できない場合は、資本規模に関係なく一定の損金算入を認め、現在の

損金算入限度額を大幅に引き上げるよう要望する。また、慶弔費用は、交際費と

は別に損金算入を認めるべきである。

  (7)減価償却制度の改善

ａ.平成１９年度以降度重なる税制改正により課税が強化されてきたが、益々加速

する技術革新、激化する国際競争に対抗するため、耐用年数を国際的水準に合わせ

て更に短縮するとともに、分類についても更に簡素化するよう要望する。

ただし、取得当初の負担が重くなる定額法への一本化には断固反対する。

  

ｂ.取得価額５０万円未満の資産を一律少額減価償却資産とし、企業規模に拘わらず、

一時の損金算入とすることを要望する。また、損金算入額の上限（合計３００万円）

の枠を廃止し、制度を本則化することを要望する。
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加えて、簡素化及び徴税コストの低減のためにも、一律５０万円未満を少額減価

償却資産とし損金算入とすることを要望する。

ｃ.平成２８年度改正により、建物付属設備・構築物について、定率法が廃止され、

定額法に一本化された。本改正は時期尚早であるが、せめて耐用年数の短縮化を

要望する。

  (8)役員給与および役員賞与の取り扱い

   ａ.役員給与は原則損金算入とすべきである。現行制度は役員給与の損金算入が限

定されており、特に報酬等の改定には厳しい制約が課されている。役員給与は、

本来職務執行の対価であり、原則損金算入できるよう見直すべきである。

ｂ.会社法では、役員賞与は職務執行の対価として株式会社から受取る財産上の利

益として役員報酬と統合され「報酬等」に統一されている。また、企業会計基準

第４号「役員賞与に関する会計基準」では「役員賞与は、発生した会計期間の費

用として処理する」とされている。よって、会社法・企業会計基準に従い、役

員賞与は損金算入できるよう改正すべきである。

  (9)自然災害等に備えた税制の確立（法制化）

    全国で地震・風水害・雪害等による被害が多発している中で、平成２６年度改正

で耐震改修投資促進税制の創設がなされたが、不特定多数の者が利用する建物等に

限定されており、全ての企業の防災事前対策費用、安全対策費用（防災改修、食料

品備蓄、発電装置、飲料水再生装置等）につき即時償却または税額控除等の優遇税制

措置の創設を要望する。

(10)寄付金の損金算入限度について

  平成２１年度の税制改正において、特定公益団体等に対する寄付金の損金算入限

度額の所得基準について若干の改定が行われたが、引き続き次を要望する。

ａ.開発行為に伴う資産の無償提供を寄付金で処理する場合、繰延資産として処理

することになっているが、行政上の要請により協力するものであり、一括損金処

理を認めること。

    ｂ.寄付金については、高齢化や環境問題への対応、芸術文化活動への支援などで
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企業の果たす役割はますます重要性を増している。このため指定寄付金の認可条

件を緩和するとともに、一般寄付金の非課税枠の拡大を求める。

また、少額寄付金（１０万円以下）は全額損金として認めること。

ｃ.特定公益団体に対する寄付金は一般寄付と区別し、損金算入できるようにする

とともに、公共団体に対する寄付金は、指定寄付金と同様な取扱いとすること。

また、企業が関わる寄付金は重要な支援であるため、一般寄付金の非課税枠の

拡大を強く求める。

  (11)配当金の二重課税の排除

    配当については、現行の配当控除制度で法人税と所得税の二重課税の調整が行わ

れているものの不十分であり、本来の趣旨を尊重し、出資比率に関係なく全額益金

不算入とすべきである。

   

  (12)適用額明細書の廃止

「租税特別措置」についてゼロベースからの見直しが行われ、整理統合が進めら

れている。その「ふるい」にかける為に、租税特別措置透明化法を制定し適用額明

細書の添付義務を事務効率化のため廃止するよう要望する。

  (13)大法人の子会社に対する中小特例措置の見直し

    大法人の１００％子会社の税制上の取り扱い（中小特例措置の適用）について見

直されたが、雇用延長策や雇用確保策の点からも除外するのは不適当であり、中小

企業特例措置適用とすることを要望する。

  (14)中小企業経営強化税制の見直し

     平成２９年度の税制改正で、「中小企業経営強化税制」が創設されたが、「中小企

業等経営強化法」の認定を受けた企業が対象で、一定の条件のもとに生産性向上設

備あるいは収益力強化設備への投資を行った場合、即時償却または法人税額の優遇

措置がある。この即時償却については２年以内の分割償却との選択制とすること、

また収益力強化設備（Ｂ類型）における工場の建設費及び内装設備等も対象とする

ことなど、すべての中小企業がスムーズに利用できるような制度への見直しを要望

する。

     なお、現行の中小企業投資促進税制は、投資初年度において全額控除できない場
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合、１年間の繰越が認められているが、有効活用できるように制度面での見直しを

要望する。

(15)中小企業に対する研究開発税制の見直し

     平成３１年度の税制改正により、「研究開発税制等の見直し」がなされたが、主

に大企業のための施策であり、租税特別措置全般の見直しを行い、中小企業でも活用

できメリットを享受できるような制度への見直しを要望する。

(16)中小企業に対する所得拡大促進税制の見直し

     中小企業の持続的な賃上げを促す観点から、所得拡大促進税制が見直され、その

年の平均給与等支給額が前年度の平均給与等支給額より１．５％以上増加した場合

には、給与等支給増加額の１５％の税制控除が適用できるが、中小企業の厳しい現

実を踏まえ、更なる見直しを要望する。

２．所得課税のあり方

(1)税率構造の見直し

税率構造は平成２７年度以降分から７段階構造となったが、累進税の構造はそ

のままで、税率も諸外国に比べ高率であり、依然として中間所得者層には重税感が

ある。

課税ベ－スを広げ、累進構造を是正し、適用税率を見直しすることを引き続き要

望する。また、国・地方合わせた実効税率は５０％以内にすべきである。

(2)課税最低限

    課税最低限は依然として主要諸国と比較し高く、非納税者の国民全体に占める割合

も年々高くなってきている。国民全般に税に関心を持たせ、税の公平性を保つ意味

からも課税最低限度額を引き下げるとともに、＂広く、薄く、公平な＂税制を実現

すべきと考える。

これにより現行比不利益となる低所得者層については、別途、社会保障面での対応

を考慮することを要望する。

(3)総合課税化

税の公平・中立・簡素の三原則から鑑みれば、最終的には総合課税化を目指すべ

きであり、総合課税の下に累進課税とすべきである。現行の「上場株式に係る配当所
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得」、「株式等に係る譲渡所得等及び先物取引にかかる雑所得」等については分離

課税とされている。さらに、金融課税一体化等が進められている。しかし、これらは

総合課税への道のりの過程であり、所得税は担税力に応じて税負担を分かち合うと

いった原則から考え総合課税とすべきである。これらの分離課税は２０％と総合

課税の最高税率５５％に比べ低い。分離課税適用の高額所得者にとっては、非常

に有利な課税方法である。以上により、分離課税ではなく総合課税を目指すべきで

ある。

その実現のために、マイナンバー制度等の基盤の確立を急ぐべきである。  

  (4)少子・高齢化社会に備えた環境整備と税制の再構築

    ａ.所得控除の見直し（少子化社会に備えた税制）

     少子化社会に備え多すぎる所得控除を整理し、必要性の高い控除については控

除金額を増額する等、控除制度全般を見直すべきである。

平成２９年度の税制改正で配偶者控除・配偶者特別控除が見直されたが、長期

的に考えれば二分二乗方式、また少子化対策の効果も予想されるＮ分Ｎ乗方式へ

の移行を検討すべきと考える。

       もちろん移行については、家族のあり方や働き方に関する国民の価値観に深く

関わることであり、丁寧な国民的議論が必要である。

新たな制度導入の前に、まずもって次項の「子育て支援控除制度」の創設を要

望する。

【参考】Ｎ分Ｎ乗方式

課税単位を家族単位とし、家族の所得を家族の人数で分割し、その分割後の所得に

累進税率を適用し、その税額を合計する。子どもが多いほど税率が低くなり、税負

担が軽くなる。これを有効にするには、累進税率の刻みを工夫する必要がある。

ｂ.「子育て支援控除制度」の創設

       平成２２年度改正で、子ども手当（現行の「児童手当」）の支給に併せて年少

者扶養控除が廃止されたが、特に少子化対策に効果があるものについては、子育

て期間中の養育者控除を新設すべきであり、思い切って税額控除を行う等の教育

や育児に関わる新しい斬新な制度の創設を要望する。

     ｃ.近年、子供の貧困率が増加し、１７歳以下の子供の７人に１人が貧困状態に

あると言われている。子供の将来がその生まれ育った環境によって左右される

ことのないよう、全ての子供たちが夢と希望を持って成長していける社会となる
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よう、子供を持つ低所得者世帯に対する税制上の優遇と、教育や生活等におけ

る経済的支援の拡充を要望する。

ｄ.低所得者による奨学金返済に係る税制優遇措置の創設

    低所得者世帯の子供が奨学金により学費等を賄い修学したあと、働きながら

奨学金の返済をしていく必要がある。ただ、低所得の中から奨学金の返済をする

ために生活が苦しくなっているケースも少なくない。一定の所得以下の勤労者に

対しては、奨学金返済相当額を所得控除できるような税制上の優遇措置の創設を

要望する。

ｅ.公的年金課税制度の改善（高齢化社会に備えた税制）

     公的年金を受給している高齢者にとっては、老年者控除が廃止され、年金課税

や後期高齢者医療制度など、ここ数年、高齢者への課税強化、負担増が目立って

いる。

     公的年金受給者については公的年金以外の所得金額を重視し、公的年金以外に

所得の無い者や少額な者については控除額を大きくしたり、一定水準額以下の

年金は非課税にすることに加え、また高齢化の伸展に伴い要介護の高齢者等が確

定申告を行うことが困難な場合が生じていることについての配慮を求める。

     反面、多額の収入を得ている者には応分の負担を求める等、年金所得に対する

控除について見直しを行うべきである。特に平成３０年度改正により、公的年

金等収入額１，０００万円を超える場合に公的年金等控除額に上限が設けられ

たが、４１０万円を超える場合に上限を設けるよう要望する。

さらに、遺族年金は遺族の生活のために非課税所得になっているが、６５歳

以上の老齢厚生年金の人と不公平感がある。６５歳以上で受給する遺族年金は

課税所得にすることも必要である。

また、年金制度改正の対象とならない年齢層をなくすなど、既得権者だけが

有利になるようなことのないように配慮して欲しい。

  

  (5)住宅関連税制の改善

    平成２７年より住宅ローン減税の拡充・延長がなされたが、住宅購入は税制にわ

せて購入するものではなく、個人のライフステージに応じて購入するものである。

まずは、本制度の本則化を図り、制度自体を再構築すべきであり、特に控除期間に

ついては、一般の住宅ローンの借入期間に合わせ３５年とするよう要望する。
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  (6)二重課税の全面的廃止

    酒税、そして揮発油税等において現行の税制度では二重課税となっている部分が極め

て多い。特に、揮発油税の暫定税率は重い負担になっている。経済活性化等の観点か

らも税制度全般を見直し、二重課税を全廃し、個人の消費意欲を喚起すべきである。

なお、揮発油税等の二重課税を廃止した後は、電気自動車を含む道路を使用する全

ての自動車に、走行距離に応じて税を負担する走行税を検討する必要がある。

  

(7)復興特別所得税について

    平成２３年度改正により、東日本大震災からの復興財源として復興特別所得税が、

平成２５年分から２５年間に亘りすべての所得税額の２．１％相当額を課税される

ことになった。２５年間はあまりにも長すぎるものであり、より短期間の“復興”に

対応した課税方法に改めることを強く要望する。また“復興”とは結びつかない使途

が不明確なものは取りやめ、厳格に使用することを要望する。

３．相続・贈与税制のあり方

相続税は、米国をはじめ西欧諸国を中心に廃止の傾向にある。

平成２５年度税制改正にあるような相続税の課税強化の方向性はもとより、わが国の相続税制

が今後も現行のまま推移すれば、国内財産の海外へのシフト、即ち国内財産の空洞化を招くこと

となるので、近い将来、廃止することが望ましい。

(1)相続税の課税強化の見直し

平成２５年度税制改正（平成２７年１月より施行）において、基礎控除額の大幅な

引き下げ等相続税の課税強化がなされたが、国際的に見て主要先進国とほぼ同水準

の現行水準から、むしろ基礎控除額の引き上げを要望する。

(2)事業承継税制の法制化

現在の我が国の事業承継税制は、欧米諸国に比べ未だ不十分なため、相続・贈与

時に、日本経済の担い手である中小企業にとって、存続に関わる大きな問題である。

平成３０年度税制改正により事業承継の要件緩和が大幅になされたが、これら緩

和後の要件であってもまだまだ不十分であり、１０年間の限定措置でなく、恒久的

な措置にすべきである。

今回の緩和は猶予であり、単なる問題の先送りに過ぎず、ある一定期間を経た後に

は、全額免除とすることを要望する。
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国際競争上、事業資産について原則非課税としている欧米諸国とは、勝負になら

ない。欧米諸国と同様、事業承継に係る事業資産は非課税とすべきである。

全面非課税となるまでの間、以下の点について見直しを求めるとともに、相続税

と独立した欧米並みの事業承継税制を早急に法制化することを強く要望する。

ａ.今回の改正による特別措置においては、平成３０年４月から５年間に特別承継

計画の提出が必要となっているが、この期間について、特別措置の適用期限であ

る１０年までに延長すること。

ｂ.事業に供する個人資産の事業承継税制対象化

   中小企業経営者の個人資産に占める事業用資産の割合は６割を超えると言わ

れている。個人資産と経営が一体である中小企業では、個人資産を会社の土地や

建物に供し、さらに事業資金借入のために担保提供している場合も多い。

法人経営のために供している個人資産は事業用資産に準ずるものとして扱

い、事業承継税制の対象とすることを要望する。

(3)非上場株式の評価について

平成２９年１月１日より自社株評価の見直しが行われたが、事業承継における問題

点を踏まえ、平成２０年度までの非上場株式の評価制度を復活させる必要があると考え

る。

この制度を復活させた上で、従来の１０％評価減方式を８０％以上評価減に拡

大させるとともに、適用要件のうち発行済株式等の総額２０億円の上限の緩和、同

族関係者の株保有割合５０％以上の緩和等、同族色の少ない非上場会社も対象にな

るような改正を従来の制度に施し、今回の納税猶予制度と並立させてどちらかを選

択できるように、制度の拡充を図るよう要望する。

市場に流通していない非上場株式には、取引価格がなく、上場株式と非上場株式の

時価は性質の異なるものであり、上場株式との比準方式との妥当性も問題視されて

おり、会社の規模や業種区分、課税時期などの評価の合理性等、必要な見直しを求

める。

(4)相続時精算課税制度について

    平成１５年度の税制改正で相続税・贈与税制において、その一体化と税率の若干の

引き下げが実現したが、この一体化措置は現行制度との選択制になっている。

生前贈与とはいえ死亡時に改めて相続額に組み込まれるので、相続時精算課税制
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度を選択した場合は、その都度申告しなければならない。

    生前贈与の円滑化のためには、更なる税率の引き下げと贈与段階で納税が完了

するように手続を簡素化するべきである。

また、複数年にわたり利用できる２，５００万円の非課税枠を引き上げるべきである。

   従来方式での基礎控除額であっても、居住用等の使用目的によって基礎控除額を増大

させれば、一層贈与が促進するのではないかと考える。

同本制度活用促進のため、相続物件の評価につき相続時かあるいは採用した時か

のいずれか評価額が低い方を選択適用できるように要望する。

(5)贈与対象者の拡大

   「住宅所得資金に係る贈与税の非課税措置」、「教育資金の一括贈与に係る非課税措置」

及び「結婚・子育て資金の一括贈与に係る非課税措置」については、贈与者に直

系卑属がいない場合、甥・姪に対する贈与にも適用できるように対象を拡大すべ

きである。

４．地方税制のあり方

(1)地方自治体の課税自主権の拡大に伴う監視の強化

政府の＂三位一体改革＂により地方自治体の課税自主権は大きく拡大していくことは

確実である。まず、税源の移譲を皮切りに地方分権改革はスタートしたが舵取りを誤

ると地方行政の肥大化、ひいては地方財政の破綻という最悪の事態も考えられる。

また、地方行政の肥大化に対し、地方公務員給与制度、地方議会議員報酬制度につ

いて、給与制度体系、人事考課制度などの抜本的な見直しが必要である。

ついては、これからの地方の行・財政状況の変化、特に地方分権一括法により制度

化された法定外目的税の運用等について、世論とともに、監視し或いはあるべき姿

を提言できる利害関係のない第三者機関を設立することを提案する。

(2)土地等不動産にかかる流通課税の見直し

   人口減少、大都市圏への人口集中等、社会構造の変化の下では、経済波及効果の

高い不動産市場の流動化が不可欠である。譲渡課税については過重な譲渡所得税を軽

減することや、登録免許税、不動産取得税、消費税等の流通にかかる課税を廃止ま

たは大幅に軽減することが必要である。更に、農地法、市街化調整区域の線引や建

築基準法の諸制限等土地税制に絡む要件は、極めて複雑となっている。

特に、農地面積は減少しているにも拘わらず、耕作放棄地は増加している。
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よって、固定資産税を含めた不動産に係る税制全般について総合的かつ抜本的な

見直しを要望する。

(3)償却資産に関わる固定資産税の廃止

諸外国には例が少ないことを踏まえ、企業の国際競争力を削ぐことがないように、

償却資産の固定資産税を廃止すべきである。

    廃止するまでの間、法人税制と地方税制との乖離をなくすことを要望する。

      少なくとも、３０万円未満のものについては、法人税では一括償却できるため、

償却資産税（地方税）をかけない制度とし税制全体をシンプルで統一性のあるもの

とすべきである。また、償却額については１円まで償却できるように、国税の基

準と同様の仕組みとすることを要望する。

(4)固定資産税の見直し

行・財政改革は、国に限ったことではなく、当然、地方においても断行されなくて

はならない。まず、このことを前提として、引き続き次を要望する。

       ａ.平成１９年度に法人税の減価償却方法が改正されたが、固定資産税においては

「固定資産評価基準」を用いており、二重管理となっている。特に、特別償却・

割増償却制度の適用及び評価額の最低限度額については、法人税と同様に扱うこ

とを要望する。

     ｂ.固定資産税の税率を引き下げ、基本税率を１％程度とするとともに、建物の減

価償却を認め課税標準を引き下げること。また、再建築価格方式によって行われ

ている家屋の評価については、建築後の年数が経過しても評価は下がらないとい

う問題があるので、家屋建築後の経過年数に応じた評価法に改め、税負担の軽減

策を要望する。

         なお、評価法を改めるまでは、経過年数評価を毎年見直してほしい。

       ｃ.固定資産税は、土地の利用収益力に基づいて課税されるべきもので、土地の担税

力に着目する税ではない。長年に亘り地価が下落傾向にあるにもかかわらず負担調

整との名のもとに課税の基礎となる評価額が実際の取引価格を上回る事例が多

い。

よって、評価方法を収益還元価格で評価するとともに、税率を軽減することを

要望する。
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     ｄ.新築住宅で耐火構造または準耐火構造については、新築後３年間から５年間家

屋の固定資産税が２分の１となる特例があるが、優れた耐震性のある住宅について

も、同様の軽減措置を要望する。また、同制度の恒久適用化を要望する。

      ｅ.住宅の購入または新築にかかる不動産取得税の廃止を要望する。直ちに廃止で

きない場合は、当面、不動産取得税の控除額を２，０００万円に引き上げ、免

税点を土地については２００万円、建築家屋１戸については４００万円とするこ

と。

また、中古住宅についても、不動産取得税及び固定資産税を軽減するとともに、

交換及び災害による代替取得も不動産取得税において減免規定を設けること。

ｆ.本来都市計画税は、都市計画事業、土地区画整理事業に要する費用に充当するた

め、都市計画区域として指定された一部区域内に所在する土地、家屋について

課税されるべきであるが、実態は納税義務者に一律かつ恒久的に課税され、固定資

産税の一つとなっている感がある。よって、都市計画税の存在意義はなく廃止す

べきである。

      ｇ.都市計画の公共施設予定地での固定資産税の減額措置

    平成３０年度の税制改正では、新築住宅に係る固定資産税の減額措置が２年

延長された。ただ、都市計画で計画決定された道路や公園等の公共施設建設予定

地内の土地建物では、建築規制があるのにもかかわらず固定資産税額は若干の価

格補正にとどまっている。これも大幅な減額措置を実施することを要望する。

ｈ.平成１８年度に耐震改修促進税制が創設され、住宅について一定の耐震改修工事

を行った場合、固定資産税が減額されることになった。同制度については、対象建

物を住宅以外にも拡大するとともに、適用要件を緩和し、適用期間を延長して、更

に利用し易い制度に改善することを要望する。

(5)地方独自課税（外形標準課税）のあり方

地方独自課税の拡大、特に、外形標準課税は、既に応益負担として法人住民税や

法人県民税の均等割、固定資産税、事業所税、超過課税等を負担しているにもかか

わらず新たな納税を強いることとなり、企業にとって二重の負担となる。

    また、赤字企業やベンチャ－企業、黒字とはいえ収益力の低い中小企業にとって

固定費の負担増となり、経済活力の成長・発展を阻害する要因となりかねない。
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    税額算定の基礎に人件費を含めることなども含め、安易な税収確保を求める姿勢

には賛同できない。

    まず、二重課税廃止の明確化、地方自治体の独自課税への規制を前提に、地方税の

   抜本的見直しを行うべきであり、特に、問題点の多い外形標準課税は廃止すべきで

ある。

    いかなる場合であっても、資本金１億円以下の中小企業にまで導入することは、

断固反対である。

  (6)地方税体系の簡素化と徴税・納税手続の国税との一本化

地方税体系は、極めて多岐にわたり複雑で分かり難い。まず、地方税体系を見直し、

整理し、分かり易い体系とすることを要望する。

また、申告・納税及び徴税手続を簡素化・効率化するとの観点から、消費税制で既に

実施しているように、地方税を国税の付加税として申告及び徴税手続を一本化

すべきである。直ちに一本化できない場合は、まず、県民税と市町村税を一本化し

ソフトランディングさせ、その後で国税と一本化することも止むを得ないと考える。

将来的には社会保険料の徴収を含めてすべてを一本化できれば、担当者の専門職化

が一層促進され、職員数の削減等により更なるコスト削減効果が期待できる。

  (7)非上場株式の少額配当への住民税課税の廃止

    平成１５年度の税制改正において、非上場株式の少額配当に係る住民税の所得割

について非課税措置が廃止された。従来、少額配当は非課税で申告不要であったも

のが、住民税については自分で申告納税しなければならなくなった。

このような税制は直ちに廃止すべきである。

(8)事業所税及び超過課税の廃止

事業所税の床面積比例部分は、固定資産税と重複する等二重課税の性格が強くなっ

ており、事業所税は全面的に廃止すべきである。事業所税の廃止に至る迄の間は、対

象指定都市においては、その全額を免除する制度の創設を要望する。

また、特定の企業を対象に課税する超過課税については、これまでの道路整備な

どではなく、当初の徴税目的であった地震（津波）対策に限定すべきである。

さらに、市町村合併による新たな課税地域については、本来の趣旨から考えて

対象から除くべきである。

  (9)自動車重量税の廃止

    現在、道路特定財源の廃止により課税根拠を喪失しているにもかかわらず、自動
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車取得時の自動車取得税と消費税、保有時における自動車重量税と自動車税（また

は軽自動車税）と二重課税になっており、消費税１０％適用時に自動車取得税は廃止され

ることが決まっているが、自動車重量税についても廃止することを要望する。

  (10)事業税の廃止

    事業税は事業所得を課税対象とし、所得税・法人税の補完税として設けられたが、

徴収技術の進歩とともに補完税としての機能を失い、税額が損金とされても所得

税・法人税との二重課税になっているので、事業税は国税の付加税とし廃止を要望

する。

  (11)法定外目的税の乱用防止

平成１２年度から施行された地方分権一括法による地方税改革において、新し

く法定外目的税が制度化され、地方税とは別枠で自治体条例を制定すれば、普通

税も目的税も自治体独自で創設できるようになったため、様々な理由を付けて導

入する自治体が増えている。

しかしながら、各自治体の現況は行政改革が進んでいるとはいい難く,安易な増

税を考える以前の問題として、行政の効率化に努めなければならないと思われる。

よって、地域住民の納得と信頼が得られるようになるまでは、法定外目的税の導入

は避けるよう要望する。

５．消費税制のあり方

消費税率の引き上げについて項目別に次の通り要望する。

(1)複数税率導入について

平成２８年度税制改正により、消費税率引き上げに伴う低所得者対策として軽減税

率の導入を含めて平成２９年４月から適用税率１０％への引き上げが予定され

ていたが、２年半延長し令和元年１０月から引き上げられる。インボイス方式は令和

５年１０月より導入が決定しているが、早急に前倒しすることを要望する。

また、低所得者対策として、「簡素な給付措置」を講ずる等、マイナンバー制度を活

用することを要望する。

我が国の福祉、年金、医療、教育等の制度が明確化し、消費税が身近なものとなり

つつある今こそ、政府は国民にその使途を説明するべきである。

適用税率１０％への引き上げ時には軽減税率を８％となったが、今後の引き上げ時に
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も軽減税率８％を維持することを要望する。

なお、軽減税率の対象品目については、飲食料品（食品表示法に規定する食品、

除く酒類及び外食サービス）と週２回以上発行される新聞の定期購読料とされてい

るが、生活必需品として家庭用の水道料金、電気料金、ガス料金も加えることを要

望する。

また、免税業者から課税業者への切り替えについても、必要性や手続きを分かり

やすく国民に説明するべきである。

(2)外税方式について

表示方式については、現在「内税方式」（総額表示）と「外税方式」の併用が認め

られているが、中小事業者にとって消費税の引き上げに伴う販売価格への転嫁は非常に

困難であることから、納税者の税意識を向上させることと消費税額の明確化のため「外

税方式」への切り替えを要望する。また、価格転嫁ができるように、政府からの国

民への周知徹底や行政指導の強化などを強く要望する。

(3)住宅取得の際の適用について

    個人が一生に一度あるかないかの買い物に対して、消費税率の引き上げは大変な

負担を強いるものである。特に裾野の広い住宅産業ということを考慮すると、一歩間

違えれば景気回復の足を引っ張る懸念もある。個人がより良質で安心・安全な住宅に

住めるよう、一定の条件を満たした居住用小規模住宅を購入、または新築する場

合は消費税を支払った後、還付申告により一定割合を還付する税制面での優遇措置

の導入を強く要望する。

  

(4)適用税率１０％への引き上げに伴い消費税の滞納が大幅に増えることが懸念される。

この消費税の滞納を防止するためには、年１２回分割納付方式を取り入れるなど

の施策を要望する。

なお、消費税の平成２８年度の滞納残高は３，１００億円と国税滞納残高全体

の約３４．５％を占めており、割合だけを見ると前年度を上回り、いまだに大きな

数字を残している。滞納は、国の財政悪化に繋がるばかりか、消費税への国民の

信頼を傷つける恐れがあるため、直ちに予定納税における納税額及び納税回数の

見直し、電子納税システムの導入の推進など、実効性のある滞納防止及び滞納整

理の促進策を講じることを強く要望する。
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６．印紙税の廃止

     取引のグローバル化や電子取引の進展（ＩＴ化）等に伴い、事務手続を含めた税制

全般について見直す必要性が生じている。

     特に印紙税は、電子商取引の出現により課税客体である文書が無くなる訳であり、

次第にその存在意義を失ってきている。平成２６年度より一部印紙税の軽減措置が

拡大されたが、海外での契約書の作成調印やネット取引による印紙税の節約傾向が

強まるなか、印紙税は廃止すべきと考える。

    インターネット取引が拡大する中で、課税上のアンバランスはますます大きくな

っており、課税の公平性が問題である。

    全面廃止までに、文書課税は即刻廃止してほしい。

７．道州制の採用

     国および地方自治体はいずれも極めて厳しい財政状態にあり、これを再建・健全

化するためには、財政支出の削減、国・地方議員の削減、行政機構の簡素化、行政

の民間への委譲等、所謂＂小さな政府＂の実現が必要であるが、いずれも大胆な

大改革を断行しなければ実現不可能である。

     その一案として、昨年に引き続き『道州制』の採用を提案する。

全国の市町村の合併を推進し、全国を８から１０の州（ブロック）に分け、都道

   府県を廃止して徴税の中心を州（ブロック）とする。そして地方に権限と財源を

移譲し、政府は外交、防衛や教育、金融政策などに特化すれば、国と地方による二重

行政の弊害を解消し、少なくとも同一業務を重複して担当する公務員を大幅に削減

することができる。歳出の削減は勿論、地域的不均衡も是正され、＂小さな政府＂

の実現が可能となる。ハードルは高いが、今こそ思い切った行・財政改革の柱として

取り組むべきである。なお、道州制への移行を視野に、国から地域の事情をよく知る

自治体に財源と権限を移譲すべきである。

８．環境税のあり方

     環境問題は、分野的にも地域的にも広汎かつ多面的な関連を有する問題であり、

その税制上の対応については性急に論ずる問題ではない。従って社会トータルの問題

として、環境問題個々の状況に応じて、幅広く慎重に検討すべきものと考える。

環境税制について論ずる前に、環境の良化や保全に貢献するためにした経費を
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    損金に算入できる措置や補助金の支給または助成する措置を考えるべきである。

     また、平成２４年度税制改正に組み入れられたが、地球温暖化対策のため石油石炭

の税率の上乗せについては、暫定税率が残っている中での適用であり、暫定税率を

含め廃止すべきである。

環境税に加え、令和６年度から森林整備の財源として導入する「森林環境税」

だが、住民税に上乗せし、一人あたり年１，０００円を徴収しようとしている。

個人住民税の均等割は収入に関係なく一定額を負担する税なので、低所得者にとっ

ても負担が重いという問題も生ずる。森林保全を目的にした税金は、静岡県など既

に独自に導入している自治体との整合性をどうするかなど、慎重に検討する必要が

ある。

９．マイナンバー制度の運用

     マイナンバー制度は、納税者の所得及び資産を把握するためには効果的な制度で

ある。特に、利子所得、配当所得及び有価証券譲渡益の源泉分離課税から総合課税

    への移行時などの資産課税税制の一本化や社会保険料の徴収において、極めて効率的

かつ有効な制度である。

本制度は単に税制にとどまらず、導入・運用費用の増加、国内資金の海外シフト等

の懸念に加え、個人情報の保護等、国民生活に影響を及ぼす大きな問題を孕んでいる。

運用にあたっては、関係省庁は決して縦割組織で対応することなく、省庁間の連携

を密にした横割組織で対応することを強く要望する。

公的機関から発行される書類や公的機関へ提出する書類にマイナンバーを導

入し、マイナンバーから把握できる情報の記入を省くなど、書類作成の事務負担

軽減にマイナンバーを活用することを要望する。

また、マイナンバー制度で得られた情報は公的機関が保有するのみとし、民間

への転用は禁止し、様々な情報と状況を国民に対して十分な広報活動を実施し、情報

漏洩に関しては万全なセキュリティー対策を講ずることを要望する。

１０．電子申告・納税制度のあり方

     平成１６年度から開始された電子申告・納税制度は、企業や税務当局にとって

    事務効率の改善等につながる有益な制度であり、＂ｅ－Ｔａｘ＂については、

かなりの伸展が見られている。

     しかし、ユーザー側にとっては、いまだ情報管理やシステムに係るセキュリティー
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    の問題や初期投資費用の問題等に加え、取扱方法を新方式へ変える抵抗感等が絡み、

    当初計画通りに伸展していない部門がある。

電子申告・納税制度を一層推進するためには、国税と地方税の取扱いを一体化

    することは勿論のこと、金融機関の税金納付に係る手数料を無料化する等の措置

が必要である。特に，利用した場合は、法人・個人を問わず恒久的な税額控除を行

う等の何らかのインセンティブを与える施策が必要と考える。

        

１１．企業会計と税務会計、国税と地方税、

     税法とその他関連法令との乖離是正

企業には企業会計と税務会計があり、それぞれの取扱上の相違から極めて複雑な

会計処理が要求されており、近年、時価会計や税効果会計の導入により、その乖離

は一層大きなものになっている。

また、上場会社においては国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）を求められる企業が

増えている一方、金融商品取引法基準の有価証券報告書と合わせて開示が必要と

なり、企業の事務負担や会計処理の煩雑さがますます増大している。

企業経営の健全化、事務負担の軽減及び企業会計と税務会計等の乖離是正の観点か

ら、国・地方などの官庁縦割組織による法制化姿勢を是正し、企業会計並びに国

際財務報告基準、税務会計の整合性を図れるような関連法令の改定を要望する。
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第三 個別事項

１．法人税

(1)交際費について引き続き、次を要望する。

    ａ.社会慣習上、その支出を避け難い慶弔費や贈答費、社会通念上相当と認められ

る冠婚葬祭等に係わる金額（１件３万円程度）は交際費の課税対象から除外する

こと。また、飲食費の少額控除額５千円を１万円に引き上げること。

ｂ. 定額を超える部分についても、その５０％の金額は損金算入を認めること。

    ｃ. 新規.新社屋落成式、会社創立記念行事等の招待費用の交際費計上に際し、祝

金や会費等の収入金額は、税務上の交際費から減算できるようにすること。

(2)引当金の損金算入について、次を要望する。

ａ.役員及び従業員の退職給与引当金の復活について

   法人税法では退職給与引当金及び適格年金制度を廃止する一方、所得税法では

退職金に対する手厚い非課税枠を設けるなど、取扱いにミスマッチが見られる。

企業負担を軽減するとの観点から、負債性引当金である退職給与引当金の損金算

入復活を要望する。

ｂ.賞与引当金の損金算入について

賞与引当金は、潜在的には各月に発生する未払費用としての性格を有している

ことから、その繰入について損金算入を認めること。

ｃ.東日本大震災や熊本地震のように、自然災害から生じる被害は経済活動に大きな

影響を及ぼす。そのため、自然災害に備えた無税の引当金の創設を要望する。

なお、負債性引当金については、将来のある時期に損金経理されるものである

ので、発生した事業年度で損金算入を認めること。

  (3)資本的支出と修繕費の形式区分について、次を要望する。
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ａ.資本的支出と修繕費の形式区分基準上の修繕費の認容範囲を個々の資産の取

得価格５０％相当額に引き上げるとともに、限度額を３００万円に引き上げ、損金

処理を認めること。

    ｂ.工場等の合理化のために、機械・設備の移設や集約等が必要となる場合がある。

現状ではその移設費は資本的支出とされているが、修繕費扱いとし損金算入を認

めること。

  (4)事業年度を跨った場合の災害復旧費用の処理について

      災害により被害を受けた法人の災害復旧費用で、事業年度を跨がった場合は、

     「災害損失特別勘定」で見積り、費用計上ができるようにすること。

  (5)減価償却関連事項として次を要望する。

    ａ.法律・条例等により設備の新設もしくは改造した減価償却資産等については、

特別償却を認めること。

ｂ.電算機のソフトウェアは無形減価償却資産として５年償却となっているが、

     日進月歩のソフトウェアの性格から取得時の一括損金算入を認めること。

      認められるまでの間、電算機のソフトウェアの更新費用は１００万円以下のも

のについては、一時の損金として認めること。

  (6)貸倒損失の損金処理できる特例について

     平成２３年度税制改正では、貸倒引当金の計上は中小企業、銀行、保険会社に

限定されたが、設定根拠が合理的であれば、すべての業種に認めるべきである。

また、債務者に対する売掛債権について、その債権が明らかに回収不能である

場合は、事務処理の煩雑化を避けるため、取引停止後１年以上経過していることが

必要という条件を６ケ月以上に短縮すること。

(7)電話加入権は非減価償却資産となっているが、加入権料が大幅に引き下げられ、

    売買も不可能となっている。よって、加入権料支払時に一括損金とするとともに、既

に購入済の加入権は一括償却を認めること。

(8)外国子会社配当金益金不算入制度の対象となる外国子会社は出資比率２５％以上と
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なっている。現地資本及び国内複数会社での合弁出資等の例を考慮した場合、出資

比率は２０％以上に引き下げるべきと考える。

(9)リサイクル料の損金算入を支出時に認めること。

(10)相当の地代の認定基準を市場の実態に合わせ年６％から２％以下に引き下げるこ

と。

(11)会社立て直しのために債権放棄を受けた場合、「債務免除益」という経済的な利

益を得たことになり、課税関係が生ずるケースがあるが、債務超過部分に相当す

る金額については益金不算入とすること。

  (12)不況時における資金繰り等を考慮し、法人税の延納制度を復活させること。

  (13)法人税及び消費税の申告期限、納付期限は、会社法に合わせ事業年度終了後３ケ月

以内と改めること。

  (14)法人住民税の均等割り負担分を損金算入できるようにすること。

(15)災害見舞金への課税免除について

     激甚災害法の指定を受けた地域内にある取引先に対する災害見舞金等は損金算

入を認めること。

  (16)事業税について、当期の損金として引当金計上した場合、後年度に影響を与えな

いように、課税年度の経費とし、引当計上した期の損金として認めること。

(17)減価償却資産の取得価格は購入先に支払った代金、購入手数料のみとし、引取り運

賃、荷役費、運送保険料等は含まないこととすること。

(18)青色申告法人の欠損金について、平成２７年度の税制改正において、繰越欠損金の

損金算入は１０年間へ延長されたが、欠損金の繰戻し期間についても前１年を前３

年にわたり認めること。
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２．所得税

(1)諸控除の取扱いについて、引き続き次を要望する。

    ａ.基礎控除は、憲法２５条第１項に基づき最低限度の生活に必要な費用として課税

     対象としていないものである。平成３０年度改正により基礎控除額４８万円に引

き上げられたが、生活保護給付等と比較してまだまだ低すぎるので７０万円に増

額すべきである。

ただし、その他の多すぎる所得控除に関しては、それらを整理して控除制度全般を

見直すべきである。

ｂ.年少者扶養控除が廃止されたが、少子化対策として、第２子以降の年少者扶養

控除を再設定すること。

    

    ｃ.医療費の患者負担割合の引き上げによる負担軽減のため、医療費控除計算時の

切捨て額を５万円（現行１０万円）とすること。また、医療費控除の最高限度額を

３００万円に引き上げること。また、セルフメディケーション税制の適用と従来

の医療費控除を併用できるようにすること。

    ｄ.個人型確定拠出年金の掛金は、全額小規模企業共済等掛金控除の対象となるが、

現行の企業型年金のない会社の会社員の２７．６万円を年６０万円までとするよ

う要望する。また、新規加入年齢制限も６０歳から６５歳までに引き上げるよう

要望する。

    ｅ.高齢者の受け取る生命保険（含む共済）の満期返戻金や年金等について、非課

税または軽減措置を講ずること。

    

    ｆ.特別養護老人ホームは支払った額の２分の１が医療費控除の対象になるが、介

護付き有料老人ホームは対象になっていない。同じように２分の１を医療費控除

の対象と認めること。

    

(2)給与所得者の申告について次を要望する。

    

ａ.平成２７年度税制改正で、「所得２，０００万円超」かつ「総資産３億円以上又は
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有価証券等１億円以上」の場合は、財産債務調書を提出することに改正されたが、

申告すべき意図・目的が判然としないので、この制度は廃止すること。もし、廃止

に問題があるならば、申告の所得限度額を現行の２，０００万円超から４，０００

万円超に引き上げること。

    ｂ.主たる給与以外の所得限度額を現行の２０万円から１１０万円に引き上げること。

    

  (3)確定申告する配当所得の「少額配当」の定義を改め、１銘柄につき年１０万円以下を

    ２０万円以下に、６カ月決算の時の５万円以下を１０万円以下に、それぞれ引き上

げること。

(4)源泉所得税に関する事項として次を要望する。

   源泉所得税の納付期限のうち、１２月分については、平成２４年度改正により特例

法人については１月２０日迄となったが、全ての法人について１月末日迄と改定する

こと。

(5)不動産の譲渡所得について次の事項を要望する。

ａ.長期・短期にかかわらず譲渡所得に該当する土地・建物等を譲渡した場合の概算

取得費割合を現行の５％から２０％に引き上げること。

さらに、１００万円の基礎控除を復活すること。

       ｂ.相続した土地・建物等を譲渡した場合には、相続した時点の相続税評価額を

取得額とすること。

ｃ.譲渡所得の特別控除を大巾に引き上げ、特に居住用資産を譲渡した時の特別控除

額を現行の３，０００万円を６，０００万円に引き上げること。

ｄ.資産が土地収用法等により収用された場合の特別控除額を現行の５，０００

万円から１億円に引き上げること。

    ｅ.青色申告における欠損金の繰越控除の期間については、現行の３年から５年

に延長すること。
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    ｆ.離婚に伴う不動産の財産分与及び、慰謝料にあてた不動産の売却代金について

は、譲渡益課税（みなしを含む）を行わないこと。

(6)不動産所得の負債利子の損益通算の復活

    不動産に係る負債利子については、不動産所得の計算上生じた損失がある場合は、

他の所得との損益通算が認められないこととなっている。この取扱いはバブル期の

特別措置として設けられたものであり、納税者に不利益を強いるものである。

損益通算の復活を要望する。

  (7)所得控除の簡素化

  平成３０年度税制改正では、給与所得控除等の各種見直しが行われたが、簡素化か

   らは程遠いものである。基礎控除も含め、人的控除・医療費控除、社会保険料控除、

生命保険料控除・地震保険料控除等その他控除をより簡素な控除制度にすることを

強く要望する。

(8)非上場会社の配当金の源泉課税は国税２０％（復興特別税０．４２％）となってい

るが、上場会社と同じ国税１５％（復興特別税０．３１５％）、地方税５％に統一し、

国税と同様、少額配当による申告不要制度を地方税にも適用すること。

(9)社会保険診療報酬が５，０００万円以下の場合は、実際経費の金額によらず、一定

の計算式による概算経費で計算することが認められているが、経費算入割合が大きく、

特定者のみの優遇であり、実際の経費額に準拠した所得計算にすること。 もしくは、

３，０００万円以下に引き下げること。

(10)相続財産を譲渡した場合の取得費の特例（譲渡所得に対応する相続税額の加算）の

適用条件は、相続税申告書の提出期限から３年以内に譲渡した場合となっているが、

これを５年以内に延長すること。

(11)退職所得控除額について、勤続年数２０年以下の年４０万円を６０万円に、勤続年

数２０年超の年７０万円を８０万円にそれぞれ引き上げるとともに、標準年数者（３

０年）の控除額１，５００万円を２，０００万円に引き上げること。

(12)使用者及び使用人にかかわる事項として次を要望する。
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ａ.使用者が役員や使用人のために掛ける保険料等の非課税限度額を３００円か

ら１，０００円に引き上げること。

  ｂ.役員や使用人に支給する昼食代負担額の非課税限度額を７，０００円に引き上

げること。

  ｃ.従業員に対する無利息、または低利貸付利子の非課税基準利息額を１万円に引

き上げること。

  ｄ.深夜勤務に対する金銭支給の非課税基準を１，０００円に引き上げること。

３．相続税・贈与税

  (1)婚姻期間２０年以上の配偶者の財産の相続については、全額非課税とすること。

ただし、経過措置として全額非課税となる迄の間は、相続税について配偶者の法定

相続分相当額と２億円のどちらか多い金額を控除できることとすること。

(2)居住用財産を相続した者が引き続き自己の居住用に供する場合は、その居住用財産評

価額を限度として１億円の特別控除を行うこと。

(3)相続財産確定のために支出した費用（遺言執行費用、弁護士、税理士費用等）を相

続財産から控除できるようにすること。

(4)相続税基礎控除額については、平成２７年１月より「５，０００万円＋１，０００万

円×法定相続人の数」から「３，０００万円＋６００万円×法定相続人の数」に引

き下げられたが、少なくとも元に戻すべきである。

(5)法定相続人が未成年者または障害者の場合の税額控除算出について、現行の税額控除

額・年１０万円はいかにも低過ぎるので、６０万円程度に引き上げること。

また、特別障害者については年２０万円を一挙に１００万円程度まで引き上げる

こと。

(6)法定相続人が取得した被相続人の生命保険金及び死亡退職金については、非課税と

すること。廃止する迄は、少なくとも、それぞれの非課税限度額を、現行の５００万
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円を３，０００万円に引き上げること。

   

(7)非上場株式の評価に関する事項として次を要望する。

    

ａ.非上場株式の株主区分における同族株主等の判定を行う場合の基準について、

現行の５％保有を１０％保有まで拡大すること。

    ｂ.非上場株式の株主区分における同族株主等の判定を行う場合の基準について、

配偶者・直系血族・兄弟姉妹・１親等の姻族等の中心的な同族株主の持ち株割合

２５％以上の判定基準を５０％まで引き上げること。

ｃ.非上場株式の評価は、同族株主の持ち分を含め、配当還元方式とすること。

   ｄ.事業承継に際し相続税を延納する場合は、自社株式を担保とすることを認める

     こと。また、その際には何等条件を設けないこと。

(8)準確定申告及び納税期限を４ケ月から６ケ月へ延長すること。また、相続税の申告及

び納付の期限を相続開始の日より１年以内に改めること。

(9)贈与税について、婚姻期間２０年以上の夫婦間における居住用不動産等の贈与の配

偶者控除額を現行の２，０００万円から４，０００万円に引き上げること。

また、４，０００万円に達する迄は重ねて贈与できることとし、適用回数の制限

は設けないこと。また、夫婦間の贈与について、不動産取得税は非課税とすること。

(10)相続後の一定期間内に被相続人から保証債務の履行があり、その求償権の行使が不能

の場合、更正の請求ができるようにすること。

   

  (11)平成２６年度の税制改正で、相続財産に係る譲渡所得の課税の特例（土地譲渡に係る

相続税額の取得費加算）の見直しが行われたが、これを従前に戻すこと。

(12)土地・建物等を、相続や遺贈あるいは贈与により取得したのちに譲渡した場合は、譲

渡した財産に対応する相続税あるいは贈与税額を取得費に加算できるようにする

ことを要望する。
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(13)夫婦間贈与をした物件が、贈与を受けた配偶者の死亡により元の持ち主に戻る場合

は、相続税の対象財産から除外すること。

  (14)平成１３年以降、贈与税の基礎控除額は１１０万円に据え置かれているが、増額す

ることを要望する。

(15)居住の見込みのない住居を相続する者は、地方自治体に譲渡することにより、その

価値に準じた税制優遇を受けるものとする。また、一定期間居住が確認できない住

居、または耐震構造上居住が困難と思われる住居に対しては、課税額を引き上げる

ものとする。

   

４．地方税

(1)法人・個人住民税について次を要望する。

ａ.基本事項でも述べたとおり、住民税は国税の付加税として一本化すること。

    ｂ.法人住民税の均等割の資本金区分を細分化し、中小企業について軽減を図るこ

と。

    ｃ.個人住民税の各種控除額を所得税と同一とするとともに、課税最低限度額を所

得税の課税標準と一致させること。特に、個人住民税の課税を所得税と同様、現

年度課税とすること。

  (2)市町村合併を推進するとの観点から、超過課税、事業所税課税、農地の宅地並み課

税は、三大都市圏に限定すること。

(3)現在の土地の評価は、公示価格を基準に算定され、調整措置のうえ課税されて

いるが、実態に即していない。公示価格、路線価、固定資産税評価額を一元化する

こと。（一物一価）

(4)減価償却資産の取得額において、法人税で認められている圧縮記帳をした場合は、不

動産取得税においても法人税と同様な取扱いとするか、または、廃止すること。

    また、法人の減価償却資産の申告にあたっては、毎年１月１日直前の事業年度末
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における帳簿価格によることと改定すること。また、提出期限は２月末日迄とする

こと。

  (5)公益・一般社団化された法人会が直接かつ本来の事業の用に供する不動産の固定資産

税及び不動産取得税は商工会議所や商工会の例に準じて非課税とすること。

(6)地方税（住民税、事業税）については、欠損金繰戻し還付制度を設けること。

また、併せて延納制度も設けること。

(7)２つ以上の地方自治体に事務所または事業所を有する法人の事業税及び住民税の申

告・納付並びに特別徴収となる従業員個人の住民税については、当該法人の本店所

在地において一括して納付できるようにすること。

     また、申告用紙が地方自治体ごとに異なるので、全国共通とし統一化すること。

  (8)課税台帳の縦覧にあたっては、近隣地または他の同種建築物件等と課税価格の比較

が容易にできるようにすること。

    また、常時、縦覧できるようにすること。

(9)固定資産税の免税点を基礎控除方式に改め、物価変動を考慮して土地１００万円、家

屋５０万円、償却資産３００万円とすること。

(10)法人の償却資産申告期限の改正等

     償却資産の評価にあたっては、納税者の事務負担軽減の観点から、法人税の減価

償却資産と連動させ、賦課期日を各法人の事業年度末とし、申告期限は法人税の申

告期限と同一とすること。

５．消費税

(1)消費税の確定申告書の申告期限及び納付期限の延長を法人税と同様、事業年度終了後

３ケ月以内とすること。

(2)ガソリン、軽油や酒類等には、それぞれ揮発油税や酒税等が課税され、また、購入時に

は消費税が課税されている二重課税は廃止すべきである。
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６．印紙税

  印紙税については、基本事項でも述べた通り、基本的には廃止すべきと考えるが、

廃止までの間、次を要望する。

  (1)印紙税は文書内容により税額が異なっており、課税文書かどうかの可否判断が非常

に難しい。簡素化し、分かり易くすること。また、納税額を定額とすること。

   

(2)売上代金受取書の印紙税の非課税限度額を、現行の５万円未満から１０万円未満に

引き上げること。また、配当金領収書または配当金振込通知書の非課税限度額を５

万円未満に引き上げること。

(3)約束手形及び為替手形の印紙税の非課税限度額を、現行の額面金額１０万円未満か

ら３０万円未満に引き上げること。

   

(4)消費貸借にかかる契約書は金額に関係なく、一律２００円にすること。

   

  (5)継続的な取引の基本となる契約書（第７号文書）に関しては、非課税（現行４千円）

とすること。

  (6)法人の役員再選・重任の登記の際の登録免許税を廃止すること。

                                    以 上


